
前期

１．目標

　「自然と科学」では、日常生活で必要な、科学的な知
識や科学的な思考力の基礎を身につけさせることをねら
いとしている。前期では、理科（生物）の授業だけでは、
十分に扱えない内容について、数学・美術の教科の特色
を生かして、数値・数式を使ってものごとを筋道を立て
て考えたり、実体験を通して身近な現象について科学的
に考えたりする糸口となるような合同授業を試みること
にした。

２．実践内容

担当者 美術（岡村）理科（斉藤）数学（都丸） 備考

４月14日
（火） ガイダンス

SLPⅡ概要説明
各教員説明
アンケート

４月21日
（火） 火

お
こ
し
の
科
学

生
き
物
と
は

じ
ゃ
ん
け
ん
の
確
率

各クラス単独

４月28日
（火） 各クラス単独

５月19日
（火）

各クラス単独
希望調査実施

５月26日
（火） ものの見えるしくみ

講演①
男女の
出生率

美術、理科：
合同授業
数学：
単独授業

６月２日
（火） 錯視の科学 視界とは

データを
提示する
手法

単独授業

６月９日
（火） 遠近法 眼が

できるまで 中間発表 単独授業

【抄録】自然と科学では、理科や数学などの既存教科の授業だけでは、十分に扱うことができない学際的なテーマ
について、多元的・長期的視野に立って深く考える機会を設けた。既有の知識を使って大きなテーマについて考え
ることで、一つ一つの教科で学んでいる内容が深く関連していることに気づくことができる。前期・後期ともに３
つのグループに分けて探究活動を行った。

【キーワード】自然と科学　学際的

担当者 美術（岡村）理科（斉藤）数学（都丸） 備考
６月16日
（火） 前期中間試験

６月23日
（火）

数学と美
（自然）の

法則
生物の形　

講演②
条件付き
確率

単独授業

７月７日
（火） 硬貨の科学 進化と大数の法則

斎藤、浅井：
合同授業
岡村：単独授業

７月14日
（火）

Powers of 
Ten
まとめ

課題説明

まとめ
課題説明

まとめ
課題説明

９月１日
（火） 発表１ 発表１ 発表１ 宿題発表

９月15日
（火） 発表２ 発表２ 発表２ 宿題発表

９月29日
（火）

発表３
アンケート

発表３
アンケート

発表３
アンケート 宿題発表

（１）全体授業
　前期の自然と科学の授業では、美術・理科・数学のグ
ループ別授業に入る前段階として、生徒個々がどのグ
ループの授業に適しているかを判断する機会とするため
に、それぞれの　担当教員がクラス全体に対して授業を
行った。数学は、「じゃんけんの確率」について、美術「火
おこしの科学」では、火が起きる原理と方法を分類し、
実体験をさせた。理科分野では「生き物とは」というテー
マで、生物と無生物の違いについて考えた。
  全体授業を終了したあと、希望調査を行い、１クラス
40名を12～14名の３グループに編成した。

（２）２グループ合同授業
１）美術グループと理科グループ
「ものの見えるしくみ」
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自然と科学

岡　村　　明・斉　藤　　瞳・都　丸　希　和

大　羽　　徹・山　田　　孝・西　川　陽　子



　光は電磁波の仲間であり、電磁波の身近で利用され
ている例（x線、紫外線、赤外線、電波）を取り上げ、
目に見えない電磁波と視細胞にとらえられる可視光線
について理解をさせた。さらに、可視光線が物体に当
たり吸収・反射される光によって目にうつり、形・色
を認識する過程を図解し、目に届くまでの光について
の理解を深めさせた。
　生物の教員からは、目の視細胞でとらえた光が電気
信号に置き換えられ、視神経を経て脳の視覚野に届き、
視覚野と大脳各所で情報処理を行い、視覚野に戻され、
目で見ている物体の色や形を認識する仕組みについて
理解させた。さらに、錯視などの例を用いて目で見る
ことから脳で見るということへの理解を深めた。

２）理科グループと数学グループ
　「男子と女子のどちらが多く生まれているのか」を
テーマとし、遺伝子学上優勢であるのは、いくつかの
事例より女性であるが、一方、統計を取ってみると、
男性の方が多く生まれていることを調べた。ここから、
理論値と実際に調査をして得られる値や結果が異なる
ことを確認した。また、どうしてこのようなずれが生
じるのか考えることで、調査の背景について理解を深
めた。

（３）グループ別授業（実践例）
１）美術グループ
「数学と美（自然）の法則」（６月23日実施）
　「数学は自然界の法則を解き明かす学問であり、物
事のパターンを探し出す学問であること」を押さえ、
数学が苦手な生徒にも、数学のおもしろさを体感させ
る数列のクイズを行い導入部とした。
 　クイズは、６つの数列のパターン（等差数列・等
比数列・階差数列・三角数と円周上の点とそれを結ん
でできる直線が作る領域の数・素数・フィボナッチ数）
を探し、空欄に入れる数字を予測させる問題とした。
フィボナッチ数列については正方形にコンパスで螺旋
を描き込む作業をしながら理解させ、さらに、自然界

に表れる現象（オーム貝・台風・枝分かれ・マツボッ
クリ）を紹介した。次にフィボナッチ数列から黄金比
を求めさせ、１：1.61803…の作り出す美しいプロポー
ションを名画や建築物やプロダクトデザインに当ては
めながら解説した。最後に、黄金角（137.5度）を求
めさせ、黄金角の分度器を使って植物の葉の付き方を
作図させた。
　自然の法則（葉の重なりをさけて太陽光を効率よく
吸収して光合成する葉の付き方）とフィボナッチ数列
の関係を理解させた。 （文責　岡村　明）

２）理科グループ
　生き物の形について考察し、必然的に現在の形をし
ていることを考察した。実践例として、与えられた地
理的・気候的条件からその地域に生息する生物を予想
することをおこなった。
　例えば、気温が常に氷点下であるような地域では、
一個体の体重当たりの表面積を減少させるために巨大
な姿になるなど、一つ一つの条件を考察して１つの個
体を予想した。同様な試行を、植物においてもおこなっ
た。高山地域には低木が多いのは何故かなど、林間実
習などの自身の体験に照らし合わせることをおこなっ
た。同様にある特定の地域における、環境変化に適応
するためにどのような個体の形状変化が起こる、かに
ついても考察を行った。
　この授業の実施により、進化の過程や絶滅する要因
にはどのようなものが考えられるかということ、また
現状の生物もその形状を変化させ続けていると言うこ
とを考えさせた。 （文責　斉藤　瞳）

３）数学グループ
　単独授業では、確率・統計を題材として授業を行っ
た。全体授業では、「４つの手のじゃんけん」を理論
的に考察し、その後実際に実験を行い、その差異につ
いて理解を深めた。
　「４つの手のじゃんけん」では、手が A，B，C，D 
と４種類あり、以下の図のような関係性がある

BA

DC

このとき、次の図のように考えると、

BA

DC
写真１）黄金角分度器による植物の葉の付き方の作図
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となり、理論的には、Ｄのような無意味な手が存在す
る。
　一方、実際に実験を行うと、次のような結果が得ら
れた。

勝ち手 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
勝ちの割合 0.51 0.28 0.27 0.48

　これは、実際に行うと、人の心理が影響するため、
理論値とは異なることを表している。生徒たちは、そ
の原因について考察し、理論値と実験値の違いについ
て学んだ。
　その後の授業では、「５つの手のじゃんけん」につ
いて仮説検証型のレポートを作成した。また、独自の
テーマを設定し、データ収集を行い、仮設検証を行っ
た。 （文責　都丸希和）

３．成果と課題

（１）美術グループ
　今年は、遠近法とフィボナッチ数列の授業を、美術グ
ループ単独で行った。遠近法は図形の証明を、フィボナッ
チ数列は計算の作業を授業に取り入れた。生徒の感想と
して「数列や遠近法の証明を通して共通するのは、今ま
で感覚的にわかっていたことを万人が分かるように一般
化して言うことだと思います。そんな原理や法則を発見
することが科学のおもしろさの一つなのだと思います。」
にあるように、美術や自然の中に潜む秩序や法則を論理
的に解き明かしていくことに興味を持つ生徒が見られ
た。
　昨年度は、身近なものや現象を科学的に解明すること
が中心となり話題提供に終始した感があったが、今年は
フィボナッチや黄金比など数値で割り出す作業を取り入
れ、全体を通すと美術と科学の関係性をよりわかりやす
く生徒に伝えることができた。計算や公式の活用などの
作業を適時に取り入れることで、授業にメリハリができ、
生徒にとっては、数値で表すことができたという満足感・
達成感を味わうことができたと思われる。今後、科学と
美術の接点を探るような話題を提供するとともに、生徒
に論理的思考を促すための作業を効果的に配置して、美
術グループとしてより達成感を味わわせる授業になるよ
う工夫していきたい。 （文責　岡村　明）

（２）理科グループ
　現在の自分自身を含めた生物の形について学習し、生
物の形の必然性について興味関心を高めた。また、分子
生物学的に分子の移動による生体の変化や生息している
地域の環境による影響について考え、過去から現在の生
物について進化の過程について考えさせることができ
た。

　今後も様々な生物の模様や形について考察し、生物間
の相互作用の影響や、生物多様性が求められる理由、人
と環境の関わり方について多角的な視点から、幅広く考
察する素地を構築させていきたいと考える。
 （文責　斉藤　瞳）

（３）数学グループ
　生徒たちは、自分で実験をしたり、各自データ収集を
行ったものを分析することで、データ収集の留意点や提
示されたグラフへの着眼点などを学んでいたように思わ
れる。しかし、元のデータの収集方法については、どう
いったアンケート項目にするかにもよって変わってく
る。今後は、アンケートの取り方などについても考察を
深めていきたい。
　また、事後のアンケートより、共通の題材に対しても
各自で仮説を設定し検証を行ったため、同じデータでも
着眼点が異なると、結果も異なってくることに驚いたこ
とや、グラフは作成者が意図をもって作成しているため、
そのまま信じてはいけない、ということが記載されてい
た。８割以上の生徒より、統計や確率というものに対す
る見方が変わったという回答が得られた。
　今後は、他分野とのつながりをより意識し、様々な場
面で活用できる視点を養っていきたい。
 （文責　都丸希和）
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後期

１．目標

　「自然と科学」では、日常生活で必要な、科学的な知識や科学的な思考力の基礎を身につけさせることをねらいとし
ている。後期では、様々な視点から「人間原理」について考える。

２．実践内容

社会 数学 理科
「物理学と神」を中心にクリティ
カル・シンキングに取り組む

「科学的に考えるトレーニング」
人間原理という考え方 遺伝子

１ 10月13日 ガイダンス
２ 10月20日 数学　大羽「インフレーション宇宙論」
３ 10月27日 社会　山田「物理学と神」を流し読み
４ 11月10日 理科　西川

５ 11月17日
クリティカル・シンキング練習

「血液型性格診断」について考
える

テグマークのマルチバースとイ
ンフレショーンが予言するマル
チバース

遺伝子からタンパク質合成を
カードゲームで理解しよう

６ 11月24日 理科と合同 真空のエネルギー 岐阜大学　永井　淳　助教
「血液型の話」

７ 12月８日 「物理学と神」より「人間原理」
を読む マルチバースと人間原理 岐阜大学　鈴木康之教授

「身近な遺伝の話」

８ 12月15日 「物理学と神」より、「神」の変
遷を考える 人間原理について考える

岐阜大学　永井　淳　助教
「髪の毛１本で自分がわかる!?
─DNAと個人識別─」

９ １月19日 発表準備 発表準備 発表準備
10 ２月２日 発表準備 発表準備 発表準備
11 ２月９日 発　　表
12 ２月16日 発　　表
13 ３月８日 まとめ、アンケート
14 ３月15日 まとめ、アンケート

３．成果と課題

（１）社会グループ：「物理学と神」を中心にクリティカル・
シンキングに取り組む～科学的に考えるトレーニング～
　「物理学と神」、「宇宙論と神」の中から「宇宙論」の
部分を読み解く。また、「科学技術をよく考える-クリティ
カルシンキング練習帳」を参考に、クリティカル・シン
キングにも取り組んだ。生物グループとの合同授業で
は、血液型について外部講師をお招きして学ぶことがで
きた。社会科グループでは、「クリティカルシンキング
練習帳」を参考に「血液性格診断」について科学的考察
を行った。物理グループとは「宇宙論」について合同授
業を行って、理解を深めることができた。特に「人間理

論」については、各グループで調べ学習を行い発表も行っ
た。今回のSLPⅡの授業では、「宇宙論」を哲学の側面
から取り上げる「人間理論」を学ぶことに重点的に取り
組んだ。
参考文献

池内　了　著　2002年「物理学と神」集英社新書
池内　了　著　2014年「宇宙論と神」集英社新書 
戸田山　和久　著　2011年「科学的思考のレッスン」

NHK出版
伊勢田　哲治他　著　2013年「科学技術をよく考える

─クリティカルシンキング練習帳」名古屋大学出版
会

自然と科学
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伊勢田　哲治　著　　2005年「哲学思考トレーニング」
ちくま新書

羽澄　昌史　著　2015年「宇宙背景放射『ビッグバン
以前』の痕跡を探る」集英社新書

佐藤　勝彦　著　2013年「宇宙は無数にあるのか」集
英社新書

 （文責　山田　孝）

（２）数学グループ
　今日、科学的に広く受け入れられている宇宙は、宇宙
誕生10－36秒後から10－34秒後に真空のエネルギーによっ
て急激な加速膨張、インフレーションが起きたと考えら
れている。その証明は難しいと考えられていたが、観測
技術の進歩によってインフレーションの痕跡の観測が可
能になった。インフレーションは宇宙の始まりを説明す
るだけでなく、無数の宇宙、マルチバースが生まれてい
ることを予言する。では、「宇宙は人間が生まれるよう
に作られている」のか？科学者の間でも人間原理への評
価はさまざまに分かれている。本授業では、冬休みの課
題で人間原理について考えさせた。様々な意見があり、
冬休み後の授業では議論を行った。人間原理を考える
きっかけになったと考える。 （文責　大羽　徹）

（３）理科グループ
　血液型やDNA鑑定など様々な角度から「遺伝子」と
いう大きなテーマについて学び、生徒たちは、遺伝子は
奥深いものだと感じていた。また、事後アンケートより
興味関心が増えたという意見も多くみられ、今後は、身
近な存在である「遺伝子」について、その興味関心を広
げていきたい。 （文責　西川陽子）
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